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C22形可搬形交換装置は,小局用交換棟として新たに開発されたトレーラ式自動電話局

で,小形化と収容箱の開発が行なわれた｡

ここでは,C22形可搬形交換装置の開発の動機,中継方式,搭載装置,機構_との概要,適用範囲について

C22形可搬形交換装掛こ導入された新技術と関連づけながら述べる｡

1.緒 言

日本電信電話公社の･･い容量市内交換機としてのC2形交換磯は,

香艮州局に納入された第2種クロスバ交換枚(1),今村局に納入され

たC20形交換機(2)(3),五分市,小島局に納入されたC21形交換枚〔5)

の順序で,開発および改良が行なわれ,l]立製作所は開発の初期よ

り一貫して開発,製造を行なってきた｡

日本電信電話公社は,C2J惇交換機を加入者容量1,000回線の可搬

形交換機とすることにより,将来需要の予測困難な小局の暫定改式

を行なうこと,さらに工事の迅速化により郵政移転などの緊急の需

要にこたえること,および電話加入積滞の救済を早急に図ることを

計画した(6)｡C22形可搬形交換装置は,日本電信電話公社の基本

計画にもとづいて,口.ゞ亡製作所が特命を受けて開発した加入者容量

1,000回線のクロスバ方式による白走トレーラ式交換棟(輸送時のみ

けん引率と後輪を装着)である｡また,C22形可搬形交換装荷の適用

範囲は,著しく拡大され,親局としてA形局,H形局およびクロス

バ形局の自動式局のほか,磁石式局,共電式局との接続が可能であ

り,親局とC22形局問の信号方式としてはLD信号方式のはか,

CXおよびOBの全信号方式に適合可能である｡交換装置は,可搬

形化のた捌こ回路方式上および構造上から,小形化および防振など

の対策が施されてトレーラ式の局舎に積載され,装置間のケーブル

接続をすべて実施したうえで,けん引単により現地に運搬される｡

車輪をはずして設置された後ほ,線路の接続および電源箱との接続

を終われば,開局が可能となり,従来のものに比べて,非常に短期

間の工事で開局することができる｡なお交換機本体の製造およぴケ

ーブル接続などの総合組立は,日立製作所戸塚工場で行なわれ,自

走式トレーラ形式の収容箱は,日立製作所笠戸工場で製作された｡

日立製作所は,日本電信電話公社の商用試験局として,田村局(-1ド

塚),粟津局(小松),扶桑局(一宮),旭局(瀬戸)を昭和39年3月よ

り39年6月までに納入し,4局とも,すでに順調に稼動しており,

所J明の目的を十分に達成することが確認された｡商用試験局にさら

に改良を加え,引き続いて本格的導入のための製作および納入が行

なわれている｡

*
日本電信電話公社技術局調査部門

**

日立聾を作所戸塚工場

2.C22形可撼形交換装置と適用範囲

2.1C22形可搬形交換装置開発の背景

2.1.1投資の適正化

C2形交換機は開発されて以来,地方小塙に導入されてきた｡

しかし,当面の電話需要は1,000凹線以下であり,C2形の適用範

囲!勺の何であっても,終局容量が1,000回線以上という局が非常

に多く,このような局は,C2形より大容量の交換較が必要とさ

れたが,どの方式を使用するかは終局の需要数による｡また当面

は1,000回線以‾Fの小局であっても,自動改式にあたっては,終

局期を考慮iこ入れた局舎の建設を行なわねばならず,一方小局の

将来謡要ほ不確定要素が多いのでC2形交換機を可搬形化して,

小局の日動改式に充当し,加入者の需要が明確となった時点で永

久局舎の建築を行ない,可搬形交換機を次の小局の自動改式局へ

運搬して稼動するようにすれば投資の適正化がはかられる｡

2.1.2 緊急需要に対する暫定措置

地ソJ小都市における電話交換は,郵便局に委託されている場合

がかなりあり,郵便局舎の移転などの場合,早急に自動改式する

必要がある｡従来,この種の需要のた捌こコンテナ式のCll形可

搬形交換枚(7)(240[司線または480回線)があるが,容量が小さい

ので,大容量の暫定改式に対処する交換棟が必要になった｡将来

は一時的な異常需要,季節的な需要などに対しても適用されるも

のと考えられる｡

2.1.3 電話加入積滞の救済

現在,電話加入積滞ほ150万といわれており,これを救済する

ためにも,C22形可搬形交換機装置は開発された｡

交換装置本体は,自走式トレーラ形式の収容箱に積載され,装置

相互間のおびただしい架間ケーブル接続を行なったうえで,けん引

率により現地へ納入される｡現地では,基礎台の上に設置した後,

線路の接続とコンテナ形の電源箱との接続を行なえば,開局するこ

とができる｡弟1図はけん引率の装着されたC22形可搬形交換装

置,舞2図ほ後部機器搬入口より見た交換装置内乱 舞3図は現地

に設置された状態を示したものである｡

2.2 C22形可搬形交換装置の適用範囲

C22形可搬形交換装置の設計にあたっては,新番号計画,料金制

度に適合するよう条件を整理し,さらに適用範囲を拡大するための

枚能を整節した｡C22形可搬形交換装置の適用範囲を弟l表に,ま
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第1図 C22形可搬形交換装置

第2図 C22形可搬形交換装置内部

(左から電源装匠,搬送装置,C22交換装置)

第3図 C22形可搬形交換装置の現地設置状況

た,番号方式を第2表に示す｡これからもわかるように,C22形可

搬形交換装置は,融通性に富んだ広い適用圏域をもっており,原則

として初期端子401ないし700回線の局に導入される(8)｡

3.接 続 方 式

3.】中継方式図

C22形可搬形交換装程の中継方式図を第4図に示す｡土フレー

装 置

第1去 C22形R†搬形交換装置適用範囲

1089

項番
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11

項 目

局 階 位

親 局 方 式

上端 J･ 数

加 入 者 数

呼 ムと 容 ムt

加入者クラス

親局間信弓一方式

出 線 方 絡

ト レ
ー ソ

白即呼課金

保 守

記 :J亡

端 局･従 局･分 局

A 形,H 形,C 形

J㌔ 花 式,磁 tナ
ノ℃

800

1,000

端子当呼ムモこ 3IiCS

総呼ぷ二:2,400HCS

良流(ループ)LD

片 綻 単 流 CXD

搬送(帯域外)OD

備 考

10 二′レーーム

F弔 独: 600

2共同: 400

単 独,2 共同,公 衆

代 表,有 線 放 送

増Jてリノ式によ り線路抵抗

4,000nま で

C22号A可搬形CXl吉窮妄面‾
を並用

中継函に搭脱したT-12SR

方式搬送装匠をJ仁用

端 局

従 局

自 即

特 番

単 独

公 衆

親 局 集｢f一 課金

親 局 集 中 保守
能可

送
験

転
訪

中
市
中

陀
集

第2表 C22形可搬形交換装置番

項 目 l端 局

市 内 通 話

着 信 数 字

這ニー∴礪
特 殊･番 号

×××〉く

×××

××××

従 局

××××

△××××

△△××××

△△△×××X

X〉く×

××××

分 局

△×

△△×

△△△×

××××

"0”十全国番号

同一料金域内:閉番弓･
同一料金域外:"0”十全国番号

10 ×

11×

】_▼準市内端局

△××××

△△××××

△△△××××

××××

備 考

㈲
㈲
朋
欄
㈹
軌
油
紙

0
9
2
互
と
へ
い
局

1
1
1
1
1
1
相
則
局
な
親

ム構成および中継方式は,基本的にはC21形自動交換機と同様であ

るが,C22形が可搬形であることから,設置される条件ほ自局内呼

量の多い端局,または自局内呼量が少なく出入呼量の多い従局のい

ずれとしても使用される可能性があるが,いったん納入彼は原則と

して交換装琵の1祁l;の変更を行なわないことを設計条件としている

ので,前述したように呼量の構成の異なる端局,従局のいずれにも

適応するだけの装置を全実装していることが特長である｡そのほ

か,適用範閃の拡大,融通性をもたせるための多くの改良がおりこ

まれている｡

3.2 接 続 動 作

接続動作としては種々の変形はあるが,ここでは代表的な例をと

りあげ,接続系統図に従ってその概略を述べる｡

3.2.1ダイヤル昔接続

第5図にダイヤル音接続系統図を示す｡加入者が受話器を上げ

ると,ラインリンクフレーム(LLF)のラインリレーが動作し,ラ

インマーカコネクタ(LMC)を経てマーカ(M)が起動される｡M

ほあきレジスク(R)を選択し,発呼加入者との接続路を閉じる｡
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‾t5i看官3回線LP入トラ
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障害受信装置(C)

第4図 C22形可搬形交換装揖中林方式図
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第5図 ダイ ヤル音接続系統図

RはレジスタマーカコネクタRMCを経て接続路情報を受信する

とともに,従局の場合ほ,レジスタリンク(RL)を経て出トラソ

払
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純).}う･:C∠l,5年三.)

第47巻 第6号

5･拉し川＼S,C22川諾ノ■‾しユ
c22川

l】)
2nd

｢苧憩(】砲5t砲5t
要一S【'童ブS孟冒茎一誌Sl】3rd

〔∋

‾下

ーぜ竺二三二島ロヨ

TS-1､B【)

汁1.(封.……..A形 ⑪.‥‖‖‖H形の場介

江2.対C22局吐iトレーンー船外分離の場合

④.‖…一般 および㊤……市外セレクタ中継

またほ乱‥…市外台からばt接局間3,500～4,000∫1

またはせ二).‥. 750(3,500)n

対C22届出トレーンー般外折合の場合

⑥および㊤ セレクターーヒレクタ中継
またほ⑤および④ 市外のみ台からl豆毛うlへ直接

(居間4,000D可能)
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C22A-2TCT(H)
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RG3

RG4

RG5

RG6

RG7
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B2号Dセレクタ E3号3線式セレクタ

B2号Dセレクタ B2号Kセレクタ H3号3線式セレクタ

B2号Dセレクタ B2号Kセレクタ H3号3線式セレクタ

B2号Dセレクタ B2号Kセレクタ

Bl号AB2号AB2号DB2号K

一ヒレクタ etc
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-セレクタ

E3号3線式セレクタ

H4号3線式 H32号2線
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H4号3線式 H32号2線
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ALRCV

C22A-TSTOCT(A) C22A-TSTOGT(H)

陣苫受信数置(A) 障害受信数置(B)

ク(OGT)を捕捉し,親局を起動するとともに発呼老にダイヤル

音を送出する｡

3.2.2 自 局 内接続

ダイヤル音接続に続いて,発呼老がダイヤルを行なうと,Rで

ほ,ダイヤル音を止め,ダイヤル計数蓄積を行ない,白局内呼か

否かの識別を行なうとともに,従局の場合にはOGTを経て親局

へパルスを送出する｡自局内呼であることが識別されると,RL

およびOGT､を復旧させる｡加入者がダイヤルを終わると,Rは

Mを起動し,被呼番号情報を転送する｡MはLLFを捕捉すると

ともに,あき白局内トランク(IOT)または,あき群間トランク

(IFT)を選択し,被呼加入者と選択されたトランク間の接続路を
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閉じる｡次いで,Rの蓄積していたダイヤル音桜桃のときの接続

路情報に従い,充呼老とRの接続路にIOTま三たはIFTを接続し,

Rを復旧させる｡呼出信号の送出,接続路の保持はIOTまたほ

IFTにより行なわれる｡

3.2.3 出 接 続

(1)従局の場合

ダイヤル音接続に続いて,発呼者がダイヤルを行なうと,すで

にダイヤル音接続の際に設定されていたRからRLを経てOGT

への接続路により,Rは親ノ.〕へパルスを中継するとともに,出呼

であるかどうかを識別する｡出呼であJいよ,RほMを起動し,発

呼老とRの接続路情報を転送する｡Mはこの情報によi)発呼名と

Rの接続路へOGTを接続させ,RおよびRLを復l【ほせる｡

(2)端尚の場合

端局の場合は,出呼であることが識別されてから親局を起動す

JLばよいので,ダイ17ル音接続の際には,OGTは捕捉接続されて

いない｡発呼名のダイヤルにより,出呼であることが識別される

と,ミニマムポーズ内に,RはRLを経てOGTを捕捉して親†占

を起動する｡一方,RはMを起動して,発呼老とRの接続路情報

を転送する｡Mはこの情報により発呼老とRの接続路へOGTを

交
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第9図 ラインリンクフレーム構成

第10図 C22号Aライン

リンク基本架
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第11凶 C22弓-A(B)ライン

リソク拡張柴

援続させ,RおよびRLを役什はせる｡

3.2.4 入 接 続

入トランク(ICT)が相手局より捕捉されると,レジスタリンク

(RL)を経て,ミニマムポーズ内にRに接続される｡Rはダイヤ

ルインパルスを計数蓄宿した後,Mを′起動する｡Mは披呼老を接

続要求しているICTとの接続路を設定する｡

4.主要装置と群構成

C22形可搬形交換装掛こ使用される装荷のおもなものを似り上げ

群,構成とともにその特長の概略を述べる｡

4･1ラインリンクフレーム(LLF)

加入者線交換用の通話路を構成する加入者Il-1線ベースの2段リン

クフレームであり,加入者は1次スイッチの水平終に,トランク,

レジスタ渠則よ2次スイッチの廉直路に収容され,フレーム当たり80

端子100回線の容量をも/つている(第9図)｡C22ぢ･Aラインリンク

基本架(弟10図)が農本フレームを構成し,2次スイッチの一部分

は,C22埠Aラインリンク拡張梨,C22ぢ･Bラインリンク拡張架

(第11図)に搭載される｡C22形吋搬形交換装剛も ラインリンク

フレーム10フレームで構成されるが,これほラインリンクフレーム

祥(LLFG)2群に分割され,フレーム郡相互間は,群l呂=､ランク

(IFT)により接続される(第12図)｡ラインマーカコネクタ,ライン

リンクフレームコネクタとしては,24メークのWJリレーを使用し

て小形化をはかF),将来種々の付帯サービス機能を付与するようス

ペースが準解されている｡

4.2 マ ー カ (仙)

すべての交換接続を制御する共通制御装置であり,1局に2装置

が設備され,同時に2装置の接続制御動作が可能である｡C22号A

ー81-
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:洲｡与′＼

一卿‖ト

Ll+F〔エ0

R: レンスタ

OGl': 出トランク

IOT: 白局内トラ
ン■ク

ICT: 入トランク

RVT:

FPT:

IFT:

第12図 ラインリンクフレーム群の構成

共同加_わ二l

ランク

消防警察ト
ラ､/ク

群聞けラン
ク

第13図 C22り一Aマーカ架 第14図 C22ゝプーAレジスタ柴

碓†.り= 才‖J伺

N.,.55/｢------1l- ＼No.55/-‾‾‾9‾‾
｢

一｢

謡
2け

20

Nt).016

｢卜
nGT

IC

20

20

Nけ.016

巨頭
5

R R

6 3 6

R lR R 0

SIV2

SⅥrl

Sll'0

Nt).口 Nt).4 Nt,.ONo.2N--.O N仇5

第151選lレ ジ ス タリ ンク の構成

マーカ究ほマーカ2装一樫,試験用の電けんジャック盤,試験装置,

障害記録装置より構成される(弟13図)｡マーカ架についても装置

の小形化,有線放送加入者の収容を可能にすることなどの適用範囲

拡大,使用した継電器などの部品種顆数を減少させるための弧1Flコ

ード統合が行なわれている｡

4.3 レ ジ ス タ(R)

レジスタほ,自局の発信呼および他局からの着信呼のダイヤルパ

第16図 C22り･Bレジスタ架 第17国 C22号Aトランク架

第18図 C22妄ナBトランク柴 第19図 C22号Cトランク梨

′しスを計数蓄積し,接続に必要な接続制御情報を蓄積する装経であ

り,C22号Aレジスタ架に搭載される(第14図)｡レジスタについ

ては,将来同一料金区域内が閉布号化された場合の機能の付加をほ

じめとした適用範岡の拡大,発信レジスタ,着信レジスタ,発着信

レジスタの群構成による経済化,小形リードリレーの導入をはじめ

とする装荷の小形化が行なわれている｡.

4.4 レジスタリンク(RL)

レジスタリンクほ,入呼に対してほ,入トランクと着信レジスタ

または発着信レジスタ間を接続し,出呼に対してほ,出呼であるこ

とを識別後,レジスタと出トランク閃を接続して,主フレームによ

る発呼老と州トランク間の接続ができるまでの間,レジスタ,出ト

ランクを経てダイヤルパルスを･--lr継するための装置である｡出トラ

ンク56匝様泉,人トラソク56回線をそれぞれ2個の格子の水平終に

収容し,発信レジスタ5装置,着信レジスタ3装置,発着信レジス

タ6装筐を格∫▲の垂直路に収容している(弟15図)｡レジスタリン

クほ,拡張2次スイッチとともに,C22号Bレジスタ架に搭載され

る(第1る図)｡レジスタリンクについてi■よ,トランク収容端子の増

加をはじめとする適用範囲拡大,レジスタの使用回数均等化の新規

回路の導入などの改良が行なわれている｡

r82-
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4.5 ト ラ ン ーク

トランクとしては,自局内トランク,フレーム群閃の呼びのため

の郡間トランク,出トランク,一般人トランク,一般市外入トラン

ク,割込人トランク,試験入トランクおよぴその他の特殊トランク

がある｡弟17図は,白仙勺トランク,辟間トラソクおよぴトランク

ブロックコネクタを搭載したC22号Aトランク架,弟18図は,

出トランクおよび特殊トランクを搭載したC22号Bトランク架,

弟19図は,各種入トランクを搭載したC22号Cトランク架をホし

たものである｡出トランク,入トランクの信号方式としては,LD

方式のはか,布線のみの一部変更により,CXDおよびOD方式とし

ても使用可能であり,適用範閃拡大に貢献している｡そのほかH形

地域への噂入,警察消防司令台への接続のための整術が行なわれて

いる｡

4･る その他の付帯装置

その他の付帯装置としては,前宴に配置されるC22号A度数計

架,新たにトランジスタ化されたC22号A呼出電源装置,C22号

Aブースタ電源装置,単独加入者および2共同加入者用の通話軌L

解除装置があり,いずれも小形化,安定化のための改良が行なわれ

ている｡

5.収容箱と装機

5.】収容箱局舎の検討経過

5.1.1基 本 方 針

木装粁の設計検抑こ当たり,実川化口杓および渥川上から考え

第3メ壬 構造形態別 の比較

解り･ 項 L】

取扱上の･･J搬

作

並石ヒ的‾口丁搬性

輸 送 性

台座建設,撤

上のl!f一越

可搬のたど)の

不経済性

期

メ タ ル ク

ニラ_ヱ_ド形

｡洞鮎にユり緬

lてさ1▲Jに芹

‖如こは断熱材

を設備し,こ

の収溶絹よ′】体

が防水,防ド

ん,断熱機能

を有していて

鼠外放置でき

るもの

約13ton

舎屋･休たの

で有利

含尾･休たの

で有利

特に問題ない

特に問題たい

特に問題ない

l～2口

簡易ゾレハイ形

む換与`描亡♂1態i′丁体て

あ々:っも′)に,利こ‾′ノ

ノ∴-を炎僻して現地

にぉいて防水,断熱

のた㌦)の潤昆糾立会

韓ネニ建設寸るもの

約12ton

舎屋の撤去,建設に

別間を要するので小

利

交換装置と舎監とが

分放しているので1こ

利

特に問題ない

簡易孤立舎屋の軒材

の輸送が伴うのでイこ

利

建設,撤去に専門作

‾業‾れウミ必要となる

舎屋価格の約40%

ほ再使用不可なので

この分が不経済とな

る

約1週間

本格的‾ノし′､プ形

rilにな換与土描亡の集丹休で

ぁるものに,現地に二fJい

てiけ水,防じん,断熱t′〕

ニヒめ爪組止舎屋を建設す
る 糾‾lニミ舎尾とt'てほ作

宅とIi‾川場ヒ一号土11J二ろ

いり

約11tom

告拉の撤去,建【没に期間

む要するので1(利

交換装群と余屋とが分廓

しているうえに,交換装

荘の鎚護が必要なので非

常に不利

特に問題ない

組止発足の資材の輸送が

さらに大出に伴ううえ交

換装置の荷造りを必要と

十るので非常に不利

(′11建設,撤去時,雑

炊が交換機に悪宗摺を及

ぼす

(‾2〕舎尾の建設と交換

装FFけ)搬入時朗のず′～Ⅰが

問題七なる

(3)祉設,接去に了別事■j

作業名が必要となる

舎監価格の約40%は再

使用不可なのでこの分が

小経済となる

｢仲L′金額は更に増す)

約1佃月
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られる明らかな基本的方針として次の事項が定められた｡

(1)電源装置と交換装置は,別々の収容箱に収め,可能な駁F)

それぞれ一体とする｡

(2)加入老数は,1,000として全実装し,将来架叩イ立の相殺i土行

なわない｡

(3)屋外設置とし,防水防庵(じん)構造であるとともに,交換

機掛こ必要な温度条件を満足すること｡ただし,冷房は行

なわない｡

(4)移動が可能であi),愉送費を含めた令休が緯捌勺である

こと｡

5.l.2 構造形態の選定

交換装置を収容するための収容箱は,その場造のいかんによっ

て,重量,大きさなどを左右するが,前述の人ら木方帥こ打ト)た偶

造形態としてほ,次のものが考えられる｡

(1)メタルクラッド形

(2)簡易プレハブ形

(3)本格的プレハブ形

これらを比較検討すると,第3表のとおりであり,可搬形交換

装即〕目的からは,メタルクラッド形が最もすぐれていると考え

られる｡

一方,交換装J茸の装機によって収容箱の大きさが決定さjtるた

め,その装機としてほ,同定方式,移動方式などが考えられたが,

緋論としては,移動方式に比較し固定方式は,収解箱の外形が人

きくなっても,輸送可能であれば,装機および布緑川二卜相､【僻

消｢1勺であるため間違方式が採f‾｢はJLた(つ

5.1.3 輸送条件の比較

輸送性については,‾iir搬形であるノ∴ミかド〕も柑こ巾軋な=り越でニ¢､

F),第一･に考慮を要することは陣l二輪送が必ず什うので,こぞい.う二

lうけ捉(･こしなければならないことであるt｡したが.､て,作_卜輸送と

して考えられる鉄道輸送,通路輸送および荷役のた〟)に,比rf二の

中仙や仲子貨機械から決められる輸送限糾よ,第4表に小すと二㌢ゴ～)

である｡

このように第4表に示す中仙などでは,交換矧符を一体収解し

た収袴箱の輸送は相当困難であるため,吋能な範卵と考えられる

11･5tトラ､ソク,20tトレーラおよび収容箱を析載して輸送する

既存の車両にこだわらない収容箱自体が車内を兼川してけん引さ

れる自走式トレーラの三様について,経済性を含めた総伽勺比較

をすると第5表に′Jミすとおり考えられる.r.

弟5表からわかるように,電源のふ除いた交換装匠と収襟箱が

一体化された囁量物を経済的に輸送するのほ,出走式トレーラが

最もよいとの結論を得て,収容箱の構造および輸送形態の具附l勺

方針が決定した｡

5.2 輸送形態および車両

収容箱は,弟20図に示すとおり前部に一軸トラクタを連結し,後

部底面に一軸ドーリーを装着することにより析申された状態とな′,

て,三軸のボールトレーラ形抑イを形成する｡連寅吉方法としては,

トラクタは,一般のトレーラと同様に収容箱前部底面にキングピン

が設けF〕れており,このピソとトラクタとのかん介によりなされる.__､

第4プ壬 既製市両による一般的輸送l哉ミ界

鉄 道 輸 送 l 道 路 輸 送

榊(トラニ)』妄言品蒜i雪三三
皇 量

ー83-

17t

2.5

8.1

8 t

.5.4

2
2
6

2
･
5
2
･
3
一

杓 投 機 柁

20t‾1二‾‾‾‾‾､1巨

レ+ラ声lヲご鞋竺
駅国道

20t 112t F 3t

3

00

8
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約
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第5表 輸送 車 に よ る 比 較

11.5tonトラックl 一般トレーラ I R走式トレーラ

桁 載 追

車両の耐振

動 性

配車状況

走行制限

荷役下段

技中二利用

輸 送 可一号

走 行 性

法規 t二の

問 題

高さ 4m以‾ト■-1.35m

=2.65m以下

幅 2.35m

長さ 6.9m

電設11.5ton

〔注)車種を｢ふそう

T350.1とする

高さ 4m以‾F-1.lmllて■石さ

=2.9m以下

幅 2.5m

長さ 7.9m

在ら上20ton

(拝)申種ほ｢20ton

トレーラ+とする

幅

員さ

_屯F■1二

続載物を含む規定内での車内の大きさほ,高さ3.5,

車輪を含めて

4m 以下

2.5m～3m

12m以‾F

lO～20ton程度

幅2.5,長さ12m

であるが緩和申請を行なうとそかぞか梢すことができる.二.その得度として

ほ現実に走行できる大ぎさてあって次の程度と考えらオ‾1る､.

高さ3.8～4m,幅

スプリングが装備され

ているので条件が良い

東京,大阪,名古屋

東兢,大阪, 名Ilr尾,横

択など大都市の工費道

路ほ時間制限される｡J

走行可の時間は20､8

時,11～13時

機帳による喝f汁エ12

ton以上のローしンに

よる=.

12tonロ

配車状況

ン以ヒの

‾東よ,鶴見,札幌,釜

すi,新一乳 名｢■▼星,富

山,大阪,神戸,阿山,

広島,払i岡,I棚,艮崎

一輸送阻附こ.社い人き

さ七寸るJとき.‡l.Llテもさ

の′･加lら利用1こ叶推

し‾､低床申を軌鼓寸るJ湯
什,長さが極端に乍豆

かくなりや【工り利川

1く可能

2.5～3m,長さ12m程度

ほとんどの車両はスプ

リングがないので条件

が悪い

県庁所在地であ才=よ配

車■吋能

東加,大阪,名‾古邑

横浜など大都市の1三要

道路は時間制限される

走行可の時間ほ20､8

時,11-～13時

特に重量が大きくなら

なければスプリングを

炎臆することができる

第6表 収容箱積載ドーリー諸元

形 式 C22号A収容持寄川形

車 両 中こ
_追

1,770kg

瓜 太 郎 蔵 碇 8,000kg

車両総車量

寸 法

9,770kg

良さ3.715,幅2.400,万石さ1.OG5m

枇 申時荷_屯分布 9,730kg

輪 距 1.820m

タ イ ヤ サ イ ズ 9.00-2014PR

114.7プg

8t析トラックの後軸な利用し収容箱に結付しらる申

椚奉時タイヤ荷重制令

肺 考 用フレームを製作して車軸を装着する

スプリングをそのまま使用する

相対的にほいで)はん安

い

○時速50km以‾F

C･革申なので掛こ運転

がむずかしいことほ

ない｡

ロ直角路の坂戸‡幅員

6.2m

//

傲矧こよる増作は12

ton以ヒのT】-レンに

よる

12tonローレン上1_トニの

配車状況

東京,鶴札 札幌,釜

す∴ 新潟,名古屋,口i

山,人阪,神戸,岡山

広島,鮎岡,J叫=,J三崎

･1輸送限附こ速い人き

さと寸る喝r汁工高与

しノ)点か｢一利川†こ叶能

‾･低1未申を考侶rrる域

rT,良さが椅端に短

かく′†〔=やはり利口j

十:叫綻

トラックに比較すると

‾人帖に高い

C)時速40km以下

ロセミトレーラ形であ

っても単車よりはは

るかに高度の運転技

術を要する

⊂:i仁{角絡の場命 幅員

8.5m

+∴
!439

○巳]
讃

l

堅
け/1リ1卜

†軒
__ノ

ご〉サ

火水,大阪,名111層,

横浜など人郡市の主要

道絡ほ時間制【斗之されるL〕

走行吋の時間ほ20､8

時,11～13時

ン∴㌣､ソキによる手作業

近い人き

三;上す三:J喝rrほ高さ

ゾ)点カイJ利哨不一り鮭

ノ俄妹中を号瓜■する糊
付,J主さが極端に行

かくなりや(1り利叫

小吋能

トラクタ(_けん引申)の

みですむので･般トレ

ーラに比較Lて72～
73%ですむ

⊂噂速40km以下

(Jセミトレーラ形であ

っても単車よりはは
るかに高度の運転技

術を要すろ

しニー直角絡の域(†幅員
8.5m

〔二･車輪と収容箱が一体

の場斤は全体の申Iit･i

と入なされ1年ご

とに車検を受けなけ

ればならない

⊂･申輪が着脱可能な場

合は車輪の斗が車両

としてのは規を適用

さノー川又容補は枯献物

とプくたさ′fしる.

S.000

7,561

問

日本電信電話公社

第21岡 空中時のトニ･ラ々タおJ亡びドーり【

また,トーり一に/‾)いては,ドーり-一フレー一人先端が,収容箱氏

何に.設けr)れた2偶の力､'イド金具にほめ込まれて,トリーの前プア

が固定され,後方ほ,4本のボルトによ･つて締め什けられる｡ただ

し,ドーリー後方8こほ,ドーリーフレーム__ヒ面に2個のボスがあっ

て,これが収容箱の穴にそう入されて,ドーリーと収容箱のせん断

力を受けている｡積申,空車を問わず法規上 車両としての条件を

満足させるため,ドーリーには,ブレーキ,ナンバープレート,方

向指示兼ブレーキ灯,尾灯,ナン/ミープレート灯など各種保安装岸

が設けられてこねり,すべて運転台よF)操作される｡

収容箱街中時には,これらの保安装置ほ,収容箱を経てトラクタ

と接続しなければならないため,初期の収容箱のフレーム内部には,

エアプレーキ用配管,各種のランプ用配線がなされていて,エアチ

ャックやソケットにより容易に着脱できるようになっているが,こ

れらのものは,輸送時のみ必要とされるため,おのおのの収容箱に

常設することを止めて,輸送時のみ取り付ければよいようポータブ

ル式に改良されている｡

けん引用トラクタとしては,最も調達可能な,ふそうT‾350,口

躇T-80T,いすゞTD-40の3中程となっている｡

また,ドーリーほ専用として掛こ製造されたものであってその諸

元は,策る表に示すとおりである｡,
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第20図 C22形可搬

形交換装置
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第2こ;用 品人搬助加速I立と･11二速との閏係

空中時の状態を弟21図に示す｡

走行可能な道路条件ほ,次のとおりである｡

(1)直線銘品小幅員.…

(2)l自二角路滋小幅員....

(3)けた下高 さ.…

(4)路面および橋架(きょ

…3m

.‥
6,5m

..3.9m

うりょう)‥
‥総素量19t,

最大軸荷車9.2tに耐え得ること｢-

5.3 収 容 箱

5.3.1構 造

収容絹本体ほ,鋼板を主体にして構成されておf),特に一般の

中内より走行中に発生する車体のねじれを少なくするため剛性を

増してある｡外板全般ほ,厚さ1.6mmの鋼板を溶接接合し,直

射口光による矧吸収を防ぐため,側面才ゴよび天井には,それぞれ

厚さ48mmおよぴ68mmの発泡ポリウレタンフォームを充てん

し,1人摘全体を,厚さ5mmのハードボードが内ばりされている､_

ただし,J+ミ面は熱吸収がほとんどないので,鋼板の上面にリノリ

ウムをはi)付けただけである｡

仙仙よ,防水,防鵬となっているが,特に機槻与言は,防擁効梨

な向卜させるた拗こ前室と後年言の二室に分けて,その肘入りほ,

f上面側の外とびらより肝ヰ主に,さF)に前主より隔韓にある小とび

らにより後毛にはいるようになっている｡また,交換装rだ亡の搬入

は,これらのとびらからではとびらの大きさ_l_二不可能なので,収

容箱後部全体が開口できるようになっていて,搬入後ほ,完乍に

シールするカバーを取り付けている｡

5.3.2 内 部 配 置

‾交換装揮の仙■那配揖を第22図に示す｡前項に述べたように,i勺

収容用木休

AC`冠婚川分電髄

DC`起源用分′i巨船

托l軌式′荘熱旨三上

換 領 土†j

換左も廃川jフーノート

吸～も用フィ′しクーー

l吸災J+ソーー†

蚊 光 灯

氾i紬蛙調節諾旨

火 災 報知技手

1+付コンセント

2コ付こJンセント

_L
具 入 し

ノ モ 台

電話機取付板

DC電ノJ線受金物

AC'■芯力線受金物

ケーブル固定金物

ケー∴7÷ノL受金具

ド ■7 ス
ートノ

ナ

銘 板

基 †握 手i

J占嘩台取付川■.丁

排気用ブイ′しクー･

除

耶24lズーl巧上 線 髄

粍

1Jモ

1式

1J･(

1子音

1子T

l式

1J〔

1式

7灯

1式

1個

3個

2佃

1台

1台

1台

1式

1式

2仰

1式

1仙

2枚

8

1式

1式

1fて

添付.,■l

添付川I

妹付加

掠什…

外郎ミニ_1松什

2 碓獅

庶耐に恥†･J■

ノーートに取付

公社叩三帆l-

招;を二窒にしているたが),前宅には,線路に関連した門己線盤と加

入老度数計を収容し,後室には,交換機本体を収容している｡ま

た,交換機器のために温湿度調節を行なうが,このための換気鼠

温風電熱旨詩,除湿機などほ後室にある｡

架の間隔としてほ,製造作業や保寸をできるだけ軽易にするた

め,表面側は500mm,裏面側は450nlmのスペースを設けてお

り,その上部にはそれぞれ40W(2木)および40W(1本)のけ

い光灯照明を行なって基準の+掛空を得ている⊂,

5.3.3 温三塁度調整

本装躍は無人局であるため1‾如こ冷房は行なわれないが,交換棟

器の動作_L 年間を通じて次の条件を満足させる必要がある｡

○温 度:-10､43℃

○相 対 神 性ニ 80%以下

○紡 露:しないこと

この条件を国内の各地で満たすため,収溶箱本体ほ,さきにj心

べたとおり,断熱構造とLているほか,換瑞,加熱,除河を次の

と二fゴi)1′1勅制御Lている｡

(1〕換 勺.

(2) 加

(3)除

仙85-

宅lノっf杭度が35℃に上汁すると換㌔ミもJさi

が動作し,35℃に降下すると作1卜する｡

換気旦ほ707m3/h｡

葬礼‥…窒1ノっ温度が10℃に降下すると舶凧∫石

熱器が動作し,10℃に上舛するとI‾･川二

する｡発熱量は1,200Wh/h｡

i臥‥.‥宅】勺の相対湿度が60%に上舛すると

除i罷機が動作し,60%に降下するとけ

_l卜する｡除楳能ノブは400〃11｡
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1.後部基礎f言取外し

取外す射粁?(2佃)

2.収`ど手打iを前部の.み1壬ナ=二より二上えてトラクター･を離脱

0

□
0ハU
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0

＼＼.収谷符･乏州妾)
＼ 〃描掛ま子=恥

キに連動
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トラクター一括剛史経緯乱も収榊Fiそf=経):二い卜乞える

3.叫丈存節をて史子=二上り土えて】∴一リーを離脱

800;＋ 】---2.550

キニ乏f‥掛

⊥土 評 論 第47巻 第6 号

4.り⊥′〆i打卜之f了=毛)叫'′二詳～帽11二

J800 一小200

什凱卜緑′叶けi柿･三村､:/満

筏部射豊子=4偶)

5.托川川二雌T′丁′川川■

6.ルピi符r;範■卜件装1iり胎

60mm/ノ/ノIir+絃を女/土にほ‾卜さオ,る柿卜させる側グけi村側r.土必‾す

什ヂ捕ノ三千J∴上り_土え=t′二いち■けjしこ∫1■∴ち■い

7.叶亡`ど声打i詣こ乙■二

罠
L

ベタ1tl主碓コ:∴′■トトにレベル芹が_阜､る楊√㌢ご土妄帥i裂ライ十･一により

凋何j‾ぃく､

第25[濁 C22形‾叫搬形交換淡iF亡 の 石弓=1とrド業帖iけ

5.3.4 振 動

交換機器のうち,柑こクロスバスイッチは,振動による影響を

受けやすい機一課詮であるが,クロスノミスイッチに対する許解振動加

速度としては,通常の輸送や実験などから2g以‾卜にする必要が

ある｡そのためドーリーにほ,積載荷重に対してバネ定数の小さ

いスプリングを用いた結果,路面の状態により発生する振動加速

度と速度は,弟23図に示す矧椰こ収めることができた｡この他

ほ,試験区間での測定であるので,全国道路を対象にすると,路

面は種々異なるので,振動加速度ほ増加する場合もあるが,許容

さjtる2g以下に収まると想定できる｡一方,架の据付上,さら

に機掛こ与える振動や,走行中収容箱のねじれによって機器が受

ける異状な外力を防ぐため,各架の架問および架庶了如こほ防振ゴ

ムをそう入した｡

5.3.5 配 線 盤

現地布線工事のほとんどは,配線盤にかかわるものであるため,

工期短縮のうえから布線ユ∵事の迅速化が必要であり,配線盤は前

室収容であるので,これを小形化することが必要である｡これら

のために次の事項を採用した｡

(1)線路と交換装荷のジャンパには,対向的に端了傾を設けて

容易につなぐことができるようにした｡

(2)端子板ほ,ラッピング端一丁とした｡

(3)避雷静弾器ほ,引肘式実装にして実装スペースを減少さ

せナニ｡

したがって,配線盤ほ弟24図に示すとおり,左†恥こ端子板を実

装した端子板架,右側に避雷器弾器を実装した禅語詩架が配列され,

搬入上二分割されたものとなった｡

5.3.る 荷 役 方 法

収容箱の輸送は,前述のとおi)トラクタおよぴドーリーを連結

して自走式でなされるが,そのた捌こ収容箱を約0.8m持ち上げ

第26図 現地における据付作業

る必要があi),また,据付けの際にはトラクタおよびドーリーを

離脱させて降下することiこなった｡この持ち上げや降下の方法と

しては,窮量上の制約から第25,2る図に示すように,手動式分離

音州干ジャ､ソキを4個所において行なう方法とした｡

る.現 地 工 事

る.1基 礎 工 事

交換装置は,第27図に示すとこおり交換撤収容箱および電源箱が並

設される｡CX装繹(またはOD装置)収容箱が設備される場合は

電源箱の後側となって,特に敷地が増さないよう考慮されている｡

これらの収容箱を設置する部分の基礎は,コニ事期間の短縮および

経済化から,判こ平らなコンクリート基礎の上に置くだけで,同定

しない方法がとられた｡したがって,コンクリート基礎ほ,収容箱

ー86-
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15

名 称

15

交換装置収容箱

電源装匠収容箱

CX又 ほOD装置収輯精

出 人 ∩

排災,吸気孔

H 形 鋼

ドリー川プレー十什ト

ナーー′しラ丁卜川栓

第28凶

11

●

4

二//一/了/

＼
＼
､
＼ /

5
/

粉
筋〆

祈号l 名

9

10

11

12

13

14

15

筋

称

加人老ケーブル

AClOOV電源線

DC48V受電線

AClOOV受乍正視(CX,OD+

AC200V3¢AClOOV受`老練

局内ケープ′L用連結′こ丁ソ

コ ン クリ･-ト

貌
△上の[仙形22C

の重量に耐え得るよう150mmの厚さにし,そのF一曲には,湖栗右

を敷いて,敷地而より高くする｡一方,収容箱にほ,Hパイル(鋼

材)による脚台を取り付け,この脚台がコンクリート基礎の上に乗

るようにする｡コンクリート基礎の広さほ,収容箱より周囲500mm

広くとり,その高さは通常平地より300mmとする｡脚台ほすべて

250mmの高さのものであるので,収容箱は敷地より550mm高く

なり,出水などの場合も箱l勺に浸水しないよう考慮されている｡設

匠状態は弟28図に示すとおりである｡

占.2 据 付 工 事

現地における交換装同の据付_1‾二幸ほ,5.3.る何役方法において述

べた要領で実施される｡主電源装間,可搬形CX信弓･装臣,搬送装

ざ件のための2号C中継箱ほ,別途トラック輸送され,現地でクレー

ン車またはコロ引きにより設置される｡

d･3 交換装置内工事およびその他工事

交換装矧勺-1二事の大きな特長は,矧許捕i緑および加入省および中

継線矧程のスイッチフレームへの収容布線が,すべて実施されたう

えで納入されるので,これらの_+二事を,現地で行なう通常の電話局

の+二番と比較すると,著しく簡単なことである｡したがって現地で

行なう必要のある交換装矧勺二1二事としては,原則はして,市内,外ケ

ーブルの引込み,主配線毅における局内装置と加人老練および中継

線装置と中継線とのジャンパ接続,加入者クラスジャソパ接続を行

なえばよい｡そのほか,主電源装置に対するAClOOV,AC200V3

¢の受電工事,主電源装置と交換装置間の-48VおよびAClOOV

の接続工事がある｡また,通信札避雷用および保安用の接地工事

形 交 換 装 置

第7表 レジスタのグレーディング選択の比較
条件 OR呼ムi:117HCS OR 平均保留時間 8.5砂

IR呼誌 55HCS

1097

＼＼､_比較ノ拭

レジスタ

発信レジ スタ

OR

発着i信レジスタ

IOR

若にレジ スタ

IR

レ シュスク｢㌻.了l

C22形のグレーディソダガ式

装掩教

上二丑ニーq-1ap5U

l剛IRllIR210RけIOR】･1〔)R2､dIO尺5

カニ出 ノ.ち準

グレーーティング

方メしにより

即時式

1/1,000

14

一理イ虹
仁山

椚

■帥丁一4･lT

A一二三5さ言;去蒜芸ミニ?撤し‾rよ式巨

1+2.卵”

従来のOR待合せカ式

装同数

8

罪 出 基 準

2.5秒以上の待

で丁せの確率

1/100以卜

即時式

1/1,000

16

頂叫賢州叶♭

第29凶 レジスタリンクのレジスタ均一等選択凹路

を行なう｡可搬形CX信一号装荷および搬送装鐙のfjF拝される場合に

も以__卜に準じた工事をすればよい｡

7･C22形可搬形交換装置の特長

経済化,安定化のための新技術

7･1回路方式上の新技術

7･1･1レジスタのグレーディングによる改良

従来の交換機における発信レジスタおよび着信(入)レジスタの

選択方式としてほ,発信レジスタについては,加入者発信に対し

て待合せが許容されるから,待合せ方式により発信レジスタの能

率を高め,着信レジスタについてはミニマムポーズ内に入トラン

クと着信レジスタの接続を完/する必要があるため,即時方式に

より呼損率を小さく押えている｡

C22形程度の規模の交換放では,発信レジスタの装置数が比較

的小さく,待合せ方式による装置の削減の効果が小さい｡一方,

中継方式上から発信レジスタと着信レジスタの楼能がはとんど同

じであることから,すべて同一回路のレジスタを採用し,これを

発信専川レジスタ,着信専川レジスタおよび発着信兼用レジスタ

に群分けした,いわゆるレジスタ群のグレーディングを採用した｡

従来の方式とC22の方式によるレジスタ総数の比較を弟7表に

示す｡これからもわかるように,このグレーディングの方式によ

り,従来の方式よりもレジスタ総数が節減されるほか,加入者に

対するサービスや,レジスタリンクスイッチの収容の能率がよく

なるなど経済化,小形化に大きく効果があった｡

7･l･2 レジスタリンクにおけるレジスタ均等選択回路

レジスタのように動作ひん度の大きい継電器を含む装置でほ,

装霞問の動作回数が均等化されることが望ましく,従来からもそ

のような目的のために専用装置が設けらjlていた｡C22形交換機

の着信レジスタ,発着信兼用レジスタを選択するレジスタリンク

凹路では,弟29図に示すように,均等選択のための専用装置を用

いることなく,レジスタの話中を監視するRBリレーを利用する

ことにより,均等選択を可能にした｡すなわちRBリレーは,平

常時はすべて動作しており,呼の接続ごとに優先順位のものより
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第31図 C22り･A呼出電源装置

矧rル,一巡すれば動作が繰り返されるようになっているっ

7.1.3 H形地区における市外台情報識別回路の改良

C22形交換機ほ,全国一円に増入が予定されておケ),H形地域

への導入を吋能にするためのF【ミ傾が解決された〔-)即抄交換機は,

原則として,一般加入者と市外台扱者が同一経路により接続され,

その区別のための表示が,ダイヤルポーズ中であるという点で,

A形およびC形交換機とほ大きく相違する｡従来の方法によりダ

イ1りレポーズ中に転送される情報を検出するためにほ,入トラン

クごとに,いわゆるCポジションリレーを必要とするが,C22形交

換機においては,弟30図に示すように,共通制御装置であるレジ

スタのCリレーの情報を,既設の情報線を利用して転送し,入ト

ランクでは,これの受信用の専用リレーを設けず,A形,C形用

の場合の兼用リレーRTA(C)で受信することにより,経済化を図

り,かつH形地域への導入の問題を解決している｡

7.1.4 呼出信号電源およぴブースタ電源のトランジスタ化

C22形可搬形交換装琵の主電源は,コンテナ形の電源箱より供

給されるが,呼出し用の16c/s電源,可聴信号電源およびブース

タ電源ほ,交換故に内蔵されており,それぞれトランジスタ化さ

れたC22号A呼出電源装置(第31図),C22号Aブースタ電源

装躍(第32図)よF)供給している｡この電源彗引熟ま常用予備の2

系統よりなっでおi),常用または一千掛こ商用電源,バイブレータ

を使川した従来の矧芦主と比較すると信煩度が著しく改良されて

いる｡

7.l.5 コネクタの24メークW+リレー化

C22形交換機のコネクタとしては,ラインマーカコネクタ,ラ

インリンクフレームコネクタ,レジスタマーカコネクタ,トラン

クブロックコネクタなどがあり,数百個のマルチコンタクトリレ

ー(WMリレー)を必要とする｡そこですべてのコネクタの24メ

ークWJリレー化を行ない,コネクタ部分の約4割のスペースを

節減した｡この結果,将来の種々の新サービスのための付加装置

第47巻 第6 ぢ-

第32図 C22EユAブースタ電源装置

節33周 ′+､形リードリレ”(FR-11)

のスペ叩スを準備することができた｡

7.1.る 受信数字蓄積用小形リードリレーの導入

C22形交換機のレジスタは,きわめて小形化されて=おF),将来

種々の新陳能の付加が想定されている｡そのため従来の数字蓄積

用のRDC-1リードリレーの半分の大きさのFR-11リードリレー

を導入した(第33図)｡

7.l.7 出入トランクに88方式,CXD方式,OD方式機能の追加

可搬形交換機の導入が本格化すると,親局との距離ほ,ますま

す長くなることが予測される｡C22形交換機にほ,トGレビー

タ(9)などで採用されたブースタ電池を用いたl亘流ループ信一ぢ･方式

(BBプ了式)の機能を付加し,親J一占とC22形局の距離が40kmまで

はl棚己信一ぢ･方式(LD)を朴､ている｡適1一日鞄州を拡大し,適用上

の障焉をなくすため,親ノ.カとの距離がさらに長くなった場合には,

すべての出入トランクは,若干の接続替えを行なうことにより,

CX信号方式およぴOD信号方式としても使用できるように考慮

されている｡従来は直流信号方式の出入トランクを,CX信号力

式およびOD信号方式として使用する場合には,出入トランクに

向列に信号変換用のトランクを付加する方法がとられていたが,

C22形では信号変換用トランクをまったく使用しないようにし,

経済化をはかっている｡なお,親局との信号方式がCX信号方式

およびOD信号の場合には,それぞれ可搬形のC22号A可搬形

CX信〉チ装置,または2号C･1■-継箱に収容されたT-12SR方式搬

送装置己が,C22形可搬形交換装置に並列に設置されることになる｡

7.1.8 2共同通話停止および解除鱒能の付加

加入者の料金未納などの場合に,発信を停止する通話停止矧鞋

およびこれらの親局からの遠隔制御による通話停止解除装置ほ,

_Til独加入者川のものは従来から整備されていたが,新たに2共同
加入者のうちのAパーティまたほBパーティの任意の一方の加入

者のみを通話軌卜させることが可能な通話停Ⅰ_Lおよび解除装程を

整備して,保′､〕:運用上の使址をほかった｡

7.2 構造上の新技術

7.2.1輸送と直結した局舎の開発

国内においては,局舎をコンテナ化したものほ,すでにCl形

可搬形交換装置として開発されているが,コンテナ輸送が酎難な

大きさの局舎を,自走式車両となるよう電話交換局含設計に道路

卓向技術を導入したことは世界に先がけたことであって,この反

響は非常に大なるものがある｡この種の装置は,通信機業界だけ

では開発できないものであって,日本電信電話公社と日立製作所
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の総合力によって完成されたものである｡

7.2.2 通話用ケーブル引込の容易化

一般には,屋外の鉛被ケーブルを屋内に引込んだ後,屋内の局

内ケーブルと成端される｡したがって,成端作業は局内で行なわ

れるが,可搬形局舎ほ,十分な作業スペースをうることが困難で

あるので,このため現地工事の期間を増す結果となる｡工期短縮

も可搬形としての欠かせない条件であるため,あらかじめ成端さ

れたケーブルの引込が可能となるよう,ケーブル導入口は,その

大きさが変えられるよう工夫されている｡すなわち,最終的には,

鉛被ケーブルの外径に等しいケーブル導入口とするのであるが,

その部分が,成端部分のそう入が可能になるような大きい角孔に

するため,角孔部分の壁を着脱できるようにした｡

この構造の採用により,成端ケーブルがあらかじめ準備できる

とともに,他の工事作業が促進されて工期短縮に寄与している｡

7.2,3 コンパクト架装機

輸送上からほ,申両高を極力低くしなければならないため,架

上部のスペースを標準局舎に比較して極端に縮小している｡この

ため,架の固定およびケーブルの収容には,次のよう考慮した

(弟2図参照)｡

(1)ケーブルの収容スペースを最小限とした｡

(2)架固定用補強材は,架の側面に固定して,架の上部スペー

スを使用しないようにした｡

(3)ケーブルラックは,特に設けず,粟国定用補強材と兼用す

ることにした｡

この装枚方法の採用によって,非常にコソ/くクトに装機するこ

とができ,架問布線工事上も,なんら問題なく実用化された｡

7.2.4 振動対策上の実装機

通常の局舎においては,架の装機後は,地震などによるとき以

外に振動を受けることがないが,本装置においては,輸送による

振動を繰り返して受けるため,振動やねじれによって発生する変

形を吸収させるため第34図に示すとおり,各架閃に空げきを設け

て防振ゴムをそう入するとともに,架底部を防振ゴムで浮かすと

いう方法を採用した｡以__Lの構造にすることによって,防振ゴム

ほ,防振効果を有するとともに,そのクッション作用により架の

レベル調整をやっている｡)一方,究間の空げきは,隣接する架に

及ばす影幣を減少させる効果がある｡

7.2.5 配線盤の小形化と新工法の採用

従来C2形局に採用されている配線盤ほ,小自動局用配線盤で

あるが,同容量を有する本C22形配線盤はさきに述べたように,

端了傭架と避雷器弾器架に二分割され,全体の大きさが幅,奥行

とも4/5に紆小した｡配線盤内のジャン′くほ従来端子板と避雷器

弾器間で行なっていたものを,端子板を増して対向して実装され

た端子板間で行なわれるようになり,工事作業が迅速化した｡一

方,保ノ､1:スペースを縮小するため,壁面設置とし,端子板への布

線を,引込ケーブルの線付およぴジャソパ線の線付とも同一端了･

に2本付ける新工法を採用した｡このため,端了傭は標準のCR

6形端子板の片面使用で可能となった｡

8.結 q

可搬形C22形交換装置の完成により,大都市周辺および地方中小

都市の自動改式が,促進さカtるものと期待する｡

すでに,4局はきわめて順調に稼動しており,その経済性,移励

性,迅速性,適合伴および安定性についての所期の口約は,十分に

達成されたものと考えられる｡

今後の問題としてほ,さらに融通性をますための斜回線選択,農

村集団電話装置呼の中継交換などの問題があり,今後も可搬形交換

機の品質向上のため,いっそうの努力を続ける必要があると考える｡

終わりに臨んで,種々ご指導ご援助を賜わった日本電信電話公社

ならびに日立製作所の各位に厚く感謝の意を表する｡
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